
議題（１）第４次芦屋市環境計画の体系について
★第３次環境計画の目指す環境の姿、基本目標

〇芦屋らしい景観を守り育てる 

〇みどりに囲まれた憩いの場をさらに充実 

させる 

〇きれいなまちなみを保つ 

① さまざまな環境について学ぶ 
○環境についての学習と教育をさらに進める

    ○環境について学んだり体験できる機会を増やす 

    ○環境に関する情報を早くわかりやすく伝える 

② 目指すべき環境を共に創る 
○市民・事業者・市がそれぞれの立場で環境を守る取組を進める 

○市民・事業者・市が協力して取り組む 

③ 美しいまちなみ 

を育む 

基本方針（各基本目標の達成へ向けた取組に共通する方向性）

〇地球規模の環境問題やエネルギーのことを

知る 

〇次の世代のためにエネルギーを有効に使う
④ 地球温暖化を防ぐ 

地
球
の
環
境
を
考
え
る

⑤ 循環型社会を創る 

施 策 の 方 向 

〇生きものの生息環境を知り，守る 

〇自然とふれあえる場を守り，さらに充実 

させる 

〇健康な生活に関わる環境について知る 

〇きれいな水と空気を守る 

〇周りの環境に配慮した活動を目指す 

人
と
環
境
と
の
す
こ
や
か
な
関
わ
り
を
誇
れ
る
都
市
・
あ
し
や

① 自然環境を守る 

② 健康で快適な 

生活環境を創る 

基本目標（テーマごとの目標）

〇ごみを減らし，資源を繰り返し利用する 

〇環境にやさしい製品を選ぶ 

〇水資源の有効な活用を考える 

地
域
の
環
境
を
考
え
る

環
境
の
姿

目

指

す
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議題（１）第４次芦屋市環境計画の体系について

①目指す環境の姿、基本目標を変更するかどうか

ヒアリング結果
改定する方が良い：７名
継続する方が良い：３名

ご意見なし：２名

文言（言い回し）の修正を提案：２名
大幅な見直しを提案：２名
基本目標①を大幅に見直す提案：２名
基本目標④の修正について：１名
基本目標⑤の修正について：１名
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議題（１）第４次芦屋市環境計画の体系について
検討２： 基本目標の設定について

① 自然環境を守る
〇生きものの生息環境を知り，守る
〇自然とふれあえる場を守り，さらに
充実させる

② 健康で快適な
生活環境を創る

〇健康な生活に関わる環境について知
る
〇きれいな水と空気を守る
〇周りの環境に配慮した活動を目指す

③ 美しいまちなみ
を育む

〇芦屋らしい景観を守り育てる
〇みどりに囲まれた憩いの場をさらに
充実させる
〇きれいなまちなみを保つ

④ 地球温暖化を防ぐ

⑤ 循環型社会を創る

〇地球規模の環境問題やエネルギー
のことを知る
〇次の世代のためにエネルギーを有
効に使う

〇ごみを減らし，資源を繰り返し利
用する
〇環境にやさしい製品を選ぶ
〇水資源の有効な活用を考える

第３次 第４次
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議題（１）第４次芦屋市環境計画の体系について

検討２： 基本目標の設定について

地域の環境を
テーマ

基本目標①②③

地球の環境を
テーマ

基本目標④⑤

基本目標
の整理

「自然環境を守
る」ではなく、
「ネイチャーポ
ジティブ」

の視点で見直す

SDGs、
生物多様性
の視点を
加える

「地球温暖化を
防ぐ」を脱炭素
の視点で見直す

「循環型社会を
創る」にSDGsの
視点を加える

文言や
言い回しを
見直す

環境教育や
社会教育な
どを柱の１
つに設定し
見直す
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議題（１）第４次芦屋市環境計画の体系について

「人と環境とのすこやかな関わり」とは、人が環境を健全な状態におくことによって、環境が
人に快適な暮らしを提供してくれるという「共生」の関わりを表現したものであり、それを市
民・事業者・市が参画と協働により築き上げていくことにより、主体的にその価値を認識し、
他の地域に向けても発信できる「誇れる」都市として、将来に渡り発展していくという願いを
込めています。

第４次の「目指す環境の姿について」

第３次

検討１：
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